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カ
ス
パ
ー
ル
・
ダ
ー
ウ
ィ
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

「
山
中
の
十
字
架
」

油
彩
一
八
二
年
頃

観る②≪る
磨獲る

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
風
景
に
お
け

る
悲
劇
の
発
見
者
と
言
お
れ
ま
す
。

彼
は
、
7
歳
の
時
に
母
を
失
い
、

そ
の
6
年
後
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

を
し
て
い
る
時
に
氷
の
割
れ
目
に

落
ち
た
彼
を
助
け
よ
う
と
し
た
弟

を
身
代
お
り
の
よ
う
な
形
で
亡
く

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
罪
悪
感

か
ら
彼
は
、
自
殺
未
遂
を
起
こ
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
体
験
は
彼
の

メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
世
界
観
、
悲

劇
的
と
い
お
れ
る
作
風
を
も
た
ら

し
た
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

彼
の
世
界
観
は
、
ゲ
ル
マ
ン
民

族
特
有
の
汎
神
論
な
ど
と
結
び
つ

き
、
彼
独
特
の
宗
教
観
と
な
っ
て
、

自
然
の
姿
を
貸
り
て
表
現
さ
れ
ま

し
た
。
彼
は

「
画
家
は
眼
の
前
に

見
え
る
対
象
だ
け
を
描
く
べ
き
で

は
な
く
、
己
れ
自
身
の
内
奥
を
も

描
か
ね
は
な
ら
ぬ
。
も
し
、
内
奥

に
何
一
つ
描
く
対
象
が
な
け
れ
ば
、

そ
の
時
、
彼
は
眼
前
の
対
象
を
も

描
く
の
を
止
め
て
筆
を
折
る
べ
き

で
あ
ろ
う
十
と
言
い
ま
す
。
ま
た

「
神
的
な
も
の
は
一
本
の
葦
に
も

宿
る
」
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。
彼

が
追
求
し
た
の
は
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
の
自
然
で
あ
り
、
象
徴
と
し
て

の
風
景
で
し
た
。

こ
の
作
品
に
於
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
は
宗
教
的
な
意

味
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
十
字
架

は
変
わ
ら
ぬ
信
仰
の
証
を
、
常
緑

の
樅
の
木
は
、
変
わ
ら
ぬ
愛
と
希

望
を
、
沈
み
ゆ
〈
太
陽
は
古
い
キ

リ
ス
ト
教
世
界
を
表
し
て
い
る
と

言
お
れ
ま
す
。
こ
の
絵
は
人
間
が

末
だ
踏
み
込
ん
だ
こ
と
の
な
い
荒

地
を
思
わ
せ
、
全
て
の
精
神
の
旅

路
の
果
て
に
垣
間
見
る
光
景
の
様

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
象
徴
的
風

景
画
は
従
来
の
宗
教
画
に
劣
ち
ぬ

内
容
の
深
さ
と
共
に
、
新
し
い
絵

画
の
時
代
を
予
告
し
ま
し
た
。

(
相
川

順
子
)



みる・かたる・つくる

特別展

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
1
 
9
世
紀
捻
画
展

-
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
か
ら
ペ
ッ
ク
リ
ン
ま
で

-

.
8
 
9
・
H
・

本
展
覧
会
で
は
、
自
然
主
義
や

象
徴
主
義
、
超
現
実
主
義
な
ど
の

母
胎
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン

派
の
1
9
世
紀
絵
画
を
と
り
あ
げ
ま

し
た
。

1
8
世
紀
末
、
そ
れ
ま
で
旧
教
と

絶
対
君
主
制
の
支
配
下
に
あ
っ
た

欧
州
は
、
産
業
革
命
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
、
続
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
盛
衰

な
ど
、
激
動
の
時
代
を
経
て
、
近

代
の
幕
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
一
連
の
変
革
の
影

響
は
、
芸
術
の
面
で
も
、
新
た
な

運
動
を
起
こ
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
新
古
典

主
義
や
啓
蒙
主
義
が
、
封
建
制
の

時
代
の
中
で
、
調
和
・
秩
序
・
良

識
・
理
性
と
い
っ
た

〃
抑
制
の
美

H.A.ミュゲシナイ山へ移送される聖カタi/ -ナの亡骸」

徳
〃
を
目
指
し
〃
形
式
の
美
し
さ
〃

を
追
求
し
た
の
に
対
し
、
新
興
し

た
ロ
マ
ン
主
義
は
、
市
民
の
時
代

を
背
景
に
、
自
由
な
感
情
表
現

(
表
現
の
自
由
)

や
人
間
性
の
復

権
(
個
性
の
尊
重
)
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
主

張
は
各
地
に
お
い
て
、
そ
の
国
情

や
民
族
性
と
結
び
つ
き
、
様
々
に

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
場
合
も
そ
う
で
し
た
。

C・D・フリードリヒ「教会のある冬の景色」

譲∴∴∴訴 ′ヅ

1
8
㈲
̃
1
2
・
2
4
㈲

ド
イ
ツ
は
、
1
 
9
世
紀
初
め
に
は
ナ

ポ
レ
オ
ン
に
よ
り
解
体
さ
れ
て
数

十
の
国
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
3
5

国
4
自
由
都
市
か
ら
成
る
ド
イ
ツ

連
邦
と
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
人

達
は
長
年
の
夢
で
あ
る
統
一
国
家

の
成
立
が
容
易
に
果
た
さ
れ
な
い

状
況
の
な
か
、
一
民
族
と
し
て
の

同
一
性
の
証
を
音
楽
、
文
学
、
美

術
な
ど
の
芸
術
に
求
め
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
芸
術
の
中
に
は
、
ゲ
ル

マ
ン
民
族
特
有
の
汎
神
論
、
敬
虔

な
信
仰
心
や
死
後
の
世
界
へ
の
考

え
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
美
術
の
世
界
で
は
、
デ
ュ

ー
フ
̃
な
ど
が
活
躍
し
た
中
世
を

自
由
で
純
粋
な
精
神
と
素
朴
で
職

人
的
な
技
術
に
よ
る
古
き
良
き
時

代
と
捉
え
ま
し
た
。
ま
た
ロ
マ
ン

主
義
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
理
性

の
支
配
を
超
え
て
主
観
を
表
現
し

よ
う
と
す
る
一
面
が
あ
る
の
で
、

空
想
や
夢
想
の
世
界
を
表
現
す
る

の
に
、
中
世
の
伝
奇
物
語
な
ど
が

用
い
ち
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

傾
向
の
た
め
か
、
ロ
マ
ン
主
義
は

不
健
康
を
思
想
だ
と
い
う
人
も
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
現
実
か
ら
逃
避

し
て
過
去
に
向
か
お
う
と
し
、
史

実
と
し
て
の
過
去
と
い
う
よ
り
も

作
者
の
想
像
上
の
過
去
を
意
味
し
、

作
者
が
心
に
描
い
た
郷
愁
や
憧
憬
、

無
常
観
と
い
っ
た
も
の
を
、
文
学

や
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
形
象
化

踊
闘
閻
圃
増

璃
灘
轡
‖

P・〇・ルンゲ

「-日の時間帯

J ・W・シルマー「ロマンチックな風景(アルテナールの刺

●



(
象
徴
化
)
し
た
た
め
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
、
過
去
の
時
代
へ
の
憧

れ
は
、
新
古
典
主
義
の
時
代
か
ら

続
い
た
も
の
で
し
た
。
ポ
ン
ペ
イ

等
の
古
代
都
市
の
発
掘
、
ヴ
ィ
ン

ケ
ル
マ
ン
の

「
古
代
美
術
史
」
 
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
古
代
美
術
愛
好
な

ど
の
影
響
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
へ
の
強
い
憧
れ
が
起
こ
り
、

新
古
典
主
義
・
ロ
マ
ン
主
義
の
芸

術
家
達
は
、
数
多
く
イ
タ
リ
ア
に

遊
学
し
て
い
ま
す
。
風
土
の
点
か

ら
み
て
も
、
イ
タ
リ
ア
は
ド
イ
ツ

と
は
正
反
対
で
あ
り
、
両
国
は
、

古
く
か
ら
お
互
い
に
魅
了
し
あ
っ

て
き
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
へ
遊
学
し
た
ド
イ
ツ
・

ロ
マ
ン
派
の
画
家
達
の
中
に
、
ナ

ザ
レ
派
と
い
う
一
団
が
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
等
で
の
模
写
中
心
の
機
械

的
訓
練
の
繰
り
返
し
に
疑
問
を
抱

き
、
中
世
ド
イ
ツ
の
精
神
と
イ
タ

リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
技
法
を

●

融
合
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ロ
ー
マ
の
修
道
院
に
住
み
、

宗
教
的
戒
律
の
も
と
で
制
作
に
励

み
ま
し
た
。
長
髪
に
黒
衣
の
修
道

僧
の
よ
う
な
姿
で
、
フ
ラ
・
ア
ン

ジ
ェ
リ
コ
や
ジ
ョ
ッ
ト
ー
の
よ
う

に
神
に
仕
え
る
画
僧
を
理
想
と
し

た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決

し
て
懐
古
趣
味
で
は
な
く
、
過
去

の
内
面
性
を
現
代
に
麺
ら
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
し
た
。
彼
ら
は
、

ロ
ー
マ
で
フ
レ
ス
コ
画
に
よ
る
壁

画
な
ど
を
制
作
し
た
後
、
そ
の
殆

ど
が
祖
国
へ
戻
り
、
各
地
の
ア
カ

デ
ミ
ー
で
教
鞭
を
と
り
ま
す
。
そ

の
流
れ
は
、
後
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
前

派
な
ど
へ
受
け
つ
か
れ
ま
し
た
。

前
述
で
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派

の
画
家
達
は
、
文
学
や
自
然
を
モ

チ
ー
フ
と
し
て
心
に
描
い
た
も
の

を
形
象
化
し
た
こ
と
を
記
し
ま
し

た
が
、
特
に
風
景
に
象
徴
的
意
味

を
与
え
た
絵
画
は
、
そ
れ
ま
で
に

な
い
も
の
で
し
た
。
当
時
の
ロ
マ

ン
派
の
詩
人
で
画
家
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ブ
レ
イ
ク
は
「
一
粒
の
砂
に

世
界
を
見
、
一
輪
の
野
の
花
に
天

国
を
見
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

有
限
な
自
然
の
内
に
、
無
限
で
普

遍
的
な
神
や
宇
宙
の
姿
を
表
現
し

た
の
か
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
で

す
。
動
き
と
色
彩
の
豊
か
な
フ
ラ

ン
ス
・
ロ
マ
ン
派
と
は
、
同
じ
ロ

マ
ン
派
で
も
対
象
的
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
人
ら
し
い
内
省
的
な
情
緒
は
、

ど
の
作
品
に
も
共
通
し
た
も
の
と

い
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情
緒
を

表
現
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
画

家
達
に
好
ん
で
描
か
れ
た
も
の
は
、

窓
、
難
破
船
、
修
道
院
、
墓
地
、
出

船
・
入
り
船
、
廃
墟
、
日
没
と
日

の
出
、
荒
涼
と
し
た
樹
林
、
月
光

●

の
下
な
ど
の
幻
想
的
風
景
で
し
た
。

文
学
で
は
、
中
世
の
伝
奇
物
語
の

ほ
か
、
北
欧
の
民
族
的
叙
事
詩
も

よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
象
徴
的

傾
向
は
、
1
 
9
世
紀
後
半
に
は
、
よ

り
自
由
な
感
性
の
表
現
を
見
せ
て
、

夢
想
的
な
傾
向
を
強
め
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
様
な
傾
向
は
、
ペ
ッ

ク
リ
ン
に
代
表
さ
れ
ま
す
。
彼
は

神
話
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
創
作

画
を
多
く
描
い
て
い
ま
す
。
ロ
マ

ン
派
の
絵
画
は
、
個
性
の
解
放
を

実
現
し
た
こ
と
で
、
近
代
絵
画
の

始
ま
り
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。本

展
で
は
、
ド
イ
ツ
絵
画
の
黄

金
時
代
と
い
わ
れ
る
1
 
9
世
紀
絵
画

な
ど
を
9
万
点
近
く
所
蔵
す
る
西

ド
イ
ツ
最
大
級
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
美
術
館
の
所
蔵
品
を
中
心
に

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
5
3
作
家
の

油
彩
7
0
点
、
水
彩
・
素
描
4
5
点
を

宗
教
画
・
歴
史
画
・
肖
像
画
・
風

俗
画
・
社
会
批
判
絵
画
の
5
テ
ー

マ
に
よ
っ
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
は
、
日
本
で

は
数
え
る
程
し
か
紹
介
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ロ
マ
ン
派
の
足
跡
は

ド
イ
ツ
抜
き
に
は
語
れ
ず
、
そ
の

存
在
は
大
き
い
も
の
で
す
。
本
展

で
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ

て
い
な
い
ナ
ザ
レ
派
の
作
品
を
は

じ
め
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ル
ン
ゲ
、

ペ
ッ
ク
リ
ン
な
ど
代
表
的
作
家
達

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

(
主
な
出
品
作
家
)

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
カ
ー
ル
ス
、

レ
ッ
シ
ン
グ
、
シ
ル
マ
ー
、
ゾ
ー

ン
、
ミ
ユ
ケ
、
ベ
ン
デ
マ
ン
、
リ

ヒ
タ
ー
、
ペ
ッ
ク
リ
ン
ほ
か

(
相
川

順
子
)

みる・かたる・つくる

J・P・ハーゼンクレーヴァー「感傷的な卿

A・ペッグIン帳るダイアナとひそ胱う肋ぐう二時櫓柚

M・」・B・ヴォチエ「裁縫学校」

◇
会

期

平
成
元
年
H
月
1
8
日

(
土
)
̃

1
2
月
2
4
日

(
日
)
午
前
9
時
̃

午
後
4
時
0
0
分
(
入
場
は
4
時

ま
で
)
月
曜
休
館

◇
観
覧
料

一
般
細
円
(
細
円
)
高
・
大
学

生
細
円
(
2
0
0
円
)
小
・
中
学
生

2
0
0
円
(
7
0
円
)

(

)
は
2
0
名
以

上
の
団
体
料
金
。



みる・かたる・つくる

千
葉
県
移
動
美
術
館
は
、
千
葉

県
に
か
か
お
り
の
あ
る
作
家
の
作

品
や
、
国
内
外
の
優
れ
た
作
家
の

作
品
を
、
よ
り
多
く
の
県
民
の
方

々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
、
県
内
2
会
場
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
第
1
 
3
回
目
を
迎
え
、

鎌
ヶ
谷
市
三
橋
記
念
館
と
酒
々
井

町
中
央
公
民
館
を
会
場
と
し
て
、

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
版
画
の
各
分
野
か
ら
、
館
収

蔵
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
千

葉
県
芸
術
祭
参
加
事
業
で
あ
る
千

葉
県
美
術
展
覧
会
(
県
展
)

の
今

年
度
受
賞
作
品
を
併
せ
て
展
示
し
、

3
8
作
家
、
4
6
点
を
紹
介
し
ま
す
。

(
日
本
画
)

富
取
風
堂
=
葛
西
風
景

高
畑
郁
子
=
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
の
女
達

後
藤
紀
男
=
山
門
雨
後

へ
洋
画
)

浅
井

忠
=
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー

の
夕
景
・
京
都
高
等

工
芸
学
校
の
庭

松
岡

寿
=
森
と
小
川

大
下
藤
次
郎
=
青
梅

都
鳥
実
害
=
八
瀬
の
秋

三
宅
克
己
=
小
諸
城
址

石
井
柏
亭
=
舞
姫

長
谷
川
良
雄
=
晩
秋

安
井
曽
太
郎
=
熱
海
附
近

梅
原
龍
三
郎
=
皇
居

水
野
以
文
=
草
花

古
賀
春
江
=
風
景

中
西
利
雄
=
南
仏
風
景

小
堀

進
=
ロ
ン
ド
ン
の
朝

荒
谷
直
之
介
=
那
覇
の
踊
り
子

へ
工
芸
)

香
取
秀
真
=
鳩
香
炉

鳳
凰
文
様
花
瓶

津
田
信
夫
=
変
貌
七
色

閑
鱗
上
下

富
之
原
謙
=
象
韻
磁
鉢

土
肥
刀
泉
=
袖
彩
両
耳
花
瓶

藤
田
喬
平
出
飾
笛
し
だ
れ
櫻

(
書
)

大
石
隆
子
=
待
君

種
谷
扇
舟
=
故
郷
之
山
河

金
子
聴
松
=
視
忠
明

(
版
画
)

浜
口
陽
三
=
西
瓜

パ
リ
の
屋
根

即
と
1
匹

深
沢
幸
雄
=
虚
空
に
乱
れ
る

渦
状
生
雲

戦
慄
(
ト
ル
ソ
)

星

要
一
=
星
の
森

(
大
)

王
の
樹

野
の
木

(
A
)

(
第
4
 
1
回
県
展
受
賞
作
品
)

上
田

廣
=
日
本
画
、
県
展
賞

「
生

(
淡
墨
桜
)
」

中
島
敏
明
I
-
洋
画
、
県
展
賞

「
ジ
プ
シ
ー
」

紫
田
良
貴
=
彫
刻
、
県
展
賞

「
腕
を
あ
げ
た
女
」

湯
野
川

恵
=
工
芸
、
県
展
賞

「
線
刻
の
器
」

川
口
渓
仙
=
書
、
県
展
賞

「
安
慶
即
為
郷
」

座
間
騰
零
=
書
、
文
部
大
臣
奨
励

賞
「
唐
詩
」

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

ヽ

°

開
催
場
所
、
会
期
、
時
間
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

鎌
ヶ
谷
市
三
橋
記
念
館

叶
月
2
2
日
㈱
̃
1
 
2
月
4
日
㈲

蜜
〇
四
七
四
㈲
三
二
〇
一

一
⑯
2
了
3
i
O
 
l
鎌
ヶ
谷
市
富
岡
一
-
一

時
間
=
午
前
9
時
̃
午
後
5
時

(
入
場
は
4
時
ま
で
)

休
館
日
=
無
休
・
無
料

酒
々
井
町
中
央
公
民
館

1
2
月
1
日
㈱
̃
1
2
月
1
9
日
㈹

傘
〇
四
三
四
㈹
五
三
二
一

一
⑲
2
8
5
酒
々
井
町
中
央
台
四
1
十
⊥

時
間
=
午
前
9
時
0
0
分
̃
午
後
4

時
0
0
分

休
館
日
=
無
休
・
無
料

4

浅井 忠「京都高等工芸学校の庭」

長谷川良雄「晩秋」

藤田喬平「飾筈・しだれ授」



みる・かたる・つくる

新
収
蔵
作
品
紹
介

平
成
元
年
度
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
平
成
元
年
十
月
三
一
日
現
在
)

寄

贈

「
お
茶
ど
き
」

(
油
彩
一
九
吾
)

「
凪
」

(
油
彩
一
九
書
)

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
作

「
松
島
風
景
」

(
水
彩
一
失
九
)

五
百
城
文
哉
作

●

情
報
資
料
室
か
ら

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
は

次
の
と
お
り
で
す
。
こ
こ
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
洋
画
〕

秋
元
ま
つ
氏
よ
り

笹
岡
了
一
作

「
天
使
と
ヤ
コ
ブ
の
闘
い
」

(
油
彩
一
九
圭
)

「
山
西
」

(
油
彩
一
九
金
)

大
久
保
彩
司
氏
よ
り

大
久
保
作
次
郎
作

「
庭
の
木
陰
」

(
油
彩
一
九
一
六
)

「
海
水
浴
帰
り
」
(
油
彩
元
一
七
)

「
山
へ
」

(
油
彩
元
害
)

「
ヤ
ッ
ホ
I
」

(
油
彩
一
九
四
九
)
.

「
日
光
」

(
水
彩
)

大久保作次郎「お茶どき」

間
部
時
雄
作

「
川
沿
い
の
家
」

(
油
彩
)

「
寒
林
」

(
水
彩
)

「
田
中
の
牧
場
」

(
水
彩
)

笹
岡
了
一
作

「
孟
母
の
家
」

(
油
彩
一
九
七
三
)

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
作

「
田
園
詩
」

(
油
彩
一
九
三
)

ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ス
作

「
カ
ル
カ
ッ
ソ
ン
ヌ
の
幽
閉
者

の
解
放
」

(
油
彩
)

基
金
取
得

コラン「田園」

ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
作

「
木
立
」
一
油
彩
一
人
季
七
二
頃
一

「
池
と
樹
木
」
一
油
彩
一
書
主
項
一

「
牛
を
追
う
農
婦
」

(
油
彩
)

「
森
の
空
地
の
農
婦
」

(
油
彩
)

「
水
汲
み
場
風
景
」
一
油
彩
茎
頃
一

「
風
景
1
」

(
木
炭
パ
ス
テ
ル
)

「
風
景
2
」
(
木
炭
パ
ス
テ
ル
)フォンタネージ「牛を追う農婦」

-
寄
贈
図
書
の
紹
介
I

O
著
作
集
・
評
論
集

「
十
三
松
堂
日
記
」

正
木
直
彦
著

「
様
式
の
歴
史
」
澤
柳
大
五
郎
著

「
黄
銅
へ
の
道
」
蓮
田
修
吾
郎
著

「
森
桂
一
作
品
・
論
文
集
」

「
三
岸
好
太
郎
-
天
折
の
モ
ダ
ニ

ス
ト
」

工
藤
欣
弥
・
寺
島
弘
道
著

「
片
岡
球
子
-
個
性

(
こ
こ
ろ
)

の
旅
路
」

奥
岡
茂
雄
著

「
心
中
櫻
ケ
塚
」

草
間
弼
生
著

「
人
間
と
空
間
-
2
 
1
世
紀
へ
の
序
奏
」

「
国
際
絵
画
市
場
」
藤
井
一
雄
著

○
画
集
・
作
品
集

「
K
A
H
H
国
H
G
A
S
呂
Y
A
M
A
」

「
東
山
魁
夷
第
二
・
三
巻
」

「
山
河
遍
歴

東
山
魁
夷
作
品
集
」

「
富
永
直
樹
彫
刻
作
品
」

「
石
井
滋
作
品
集
」

「
山
本
正
道
作
品
集
」

「
舟
越
保
武
」

「
寺
田
政
明
画
集
」

「
笹
岡
了
一
画
譜
」

「
山
田
菱
夏
作
品
集
」

「
中
道
誉
伯
祢
画
集
」

「
飯
島
春
敬
作
品
集
」

「
金
子
鴎
亭
回
顧
展
作
品
集
」

「
庭
野
日
数
書
画
集
」

「
石
橋
犀
水
の
善
業
」

「
沙
と
祈
り

千
代
倉
桜
舟
作
品

集
」「

日
本
の
水
彩
画
1

大
下
藤
次
郎
」

「
日
本
の
水
彩
画
2

「
日
本
の
水
彩
画
1

「
日
本
の
水
彩
画
1
 
2

「
日
本
の
水
彩
画
1
 
3

「
日
本
の
水
彩
画
1
4

「
日
本
の
水
彩
画
1
 
8

「
日
本
の
水
彩
画
2
0

小
山
周
次
」

小
堀
進
」

石
川
欽
一
郎
」

白
瀧
幾
之
助
」

三
宅
克
己
」

赤
城
泰
舘
」

不
破
章
」

「
現
代
の
日
本
美
術
」

「
第
2
7
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
」

「
第
1
9
・
2
0
回
日
展
」

「
柊
流
会
」

「
近
代
フ
ラ
ン
ス
巨
匠
特
集
」

○
技
術
書

「
現
代
美
術
演
習
Ⅱ
」

「
芸
大
・
美
大
進
学
の
た
め
の
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
」

○
年
鑑
他

「
日
本
美
術
年
鑑
昭
和
宰
6
3
年
版
」

「
多
摩
美
術
大
学
5
0
年
史
」

「
日
本
美
術
院
百
年
史
上
・
下
」

「
国
立
西
洋
美
術
館
0
0
年
史
」

「
石
橋
財
団
0
0
年
史
」

「
東
京
富
士
美
術
館
・
富
士
美
術
館
」

「
市
展
4
0
年
史
〔
小
梅
市
美
術
展
覧
会
〕
」

世
田
谷
美
術
館
所
蔵
品
目
録
①
北

大
路
魯
山
人

〇
一
般
書

「
い
の
り

原
爆
Ⅱ
」

立
原
え
り
か
絵
・
島
田
勝
吾
絵

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
イ
ド
新
日
本
風

土
記
1
 
2

千
葉
県
」

「
房
総
の
魅
力
5
0
0
選
自
然
・
歴
史
縞
」

こ
の
他
多
く
の
図
書
の
寄
贈
を

い
た
だ
き
、
計
7
8
冊
受
入
れ
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



みる・かたる・つくる

か
た
る
・
つ
く
る

美
術
館
実
技
講
座

0
書
芸
講
座
(
2
)

期
日

1
 
2
月
5
・
6
"
1
日

講
師

浅
見
錦
龍
氏

定
員

2
5
名

内
容

漢
字

締
切

n
月
2
1
日

(
火
)

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
研

修
室

0
版
画
講
座

友
の
会
実
技
講
座

〇
版
画
入
門
講
座

期
日

n
月
2
 
9
・
3
 
0
・
1
 
2
月
1
・

5
・
6
・
7
・
8
日

講
師

牛
玖
健
治
氏

期
日

1
月
2
 
3

2
 
6
・
0
0

2
4
・
2
5

l
・

2
・
6
・

7
・

8
・
9
日

講
師

増
田

陽
一
氏

定
員

2
0
名

内
容

銅
版
画
/

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
、

ア
ク
ア
チ
ン
ト
な
ど

締
切

1
月
9
日
(
火
)
.

会
場

第
2
ア
ト
リ
エ

〇
洋
画
講
座

(
3
)

期
日

1
月
2
4
・
2
5
"
2
6
・

ごあんない・実 技講座 

定
員

0
0
名

内
容

銅
版
画
/

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン

ト
、
ア
ク
ア
チ

ン
ト
な
ど

締
切

1
1
月
1
5
日
(
水
)

会
場

第
2
ア
ト
リ
エ

〇
洋
画
入
門
講
座

期
日

1
2
月
1
3
・
1
4

1
6
・
1
7
・
1
9
・
2
0
日

講
師

松
沢
茂
雄
氏

∴
疋
貝

0
0
名

内
容

油
彩
/
裸
婦

(
1
 
5
号
前
後
)

締
切

n
月
2
9
日
(
水
)

会
場

第
2
ア
ト
リ
エ

0
0
・
3
 
1

2
月
l

会締内定講
場切客員師

2
・
6
・
7
・
8
日

伊
牢
固
緩
正
氏

0
0
名

油
彩
/
静
物
、
人
物

1
月
1
0
日

(
水
)

第
1
ア
ト
リ
エ

〇
て
ん
刻
入
門
講
座

期
日

1
2
月
1
5
・
1
6
・
1
7
日

講
師

鈴
木
知
秋
氏

定
員

3
0
名

内
容

自
分
の
名
前
な
ど
を

刻
む

締
切

1
 
2
月
1
日
(
金
)

会
場

第
1
ア
ト
リ
エ

◎
時
間

美
術
館
講
座
=
1
 
2
時

0
0
分
̃
4
時
0
0
分

友
の
会
講
座
=
1
 
0
時
̃
4
時

◎
申
し
込
み
方
法

各
講
座
と

も
住
復
は
が
き
に
、
希
望
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

年
令
を
明
記
の
う
え
・
美
術
館

普
及
課
、
(
友
の
会
講
座
は
友

の
会
事
務
局
)
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
復
信
用
に
も
必
ず
、
ご
自

分
の
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
者
が
多
い
場
合
に

は
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定

い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◎
都
合
に
よ
り
、
時
に
講
座
日

時
・
日
程
に
多
少
の
変
更
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

美
術
講
演
会

〇
第
3
回

対講演会 自

家師題場時

1
 
2
月
9
日
㈲
午
後
2
時

講

堂

北
方
ロ
マ
ン
主
義
の
絵
画

坂
本
満
氏
(
美
術
評
論
家
)

一
般
2
0
0
人

(
申
込
制
)

美
術
を
語
る
会

〇
第
7
回

日
時

1
 
1
月
2
5
日
出
午
後
2
時

主
題

彫
刻
と
環
境
デ
ザ
イ
ン

講
師

中
島
幹
夫
氏

(
彫
刻
家
)

〇
第
8
回

日
時

1
 
2
月
2
日
㈲
午
後
2
時

主
題

絵
画
の
修
復
に
つ
い
て

講
師

大
原
秀
之
氏

(
絵
画
修
復

家
)

〇
第
9
回

日
時

1
月
2
0
日
脚
午
後
2
時

主
題

抽
象
版
画
の
イ
メ
ー
ジ
を

と
私
の
表
現

講
師

増
田
陽
一
(
版
画
家
)

※
会
場

研
修
室

対
象
一
般
0
0
人

な
お
、
い
ず
れ
の
会
も
無
料

千
葉
県
教
育
功
労
者
表
彰

H
月
1
日
、
平
成
元
年
度
千
葉

県
教
育
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

友
の
会
並
び
に
館
長
が
受
彰
し
ま

し
た
。

○
千
葉
県
立
美
術
館
友
の
会

昭
和
5
0
年
に
結
成
さ
れ
て
以
来

美
術
館
活
動
を
側
面
か
ち
支
援
し
、

ま
た
、
本
県
芸
術
文
化
の
普
及
・

振
興
に
寄
与
し
た
功
績
。

○
竹
内
一
雄
館
長

本
年
四
月
よ
り
館
長
に
就
任
さ

れ
た
が
、
こ
の
間
、
本
県
教
育
行

政
に
尽
力
し
、
博
物
館
建
設
及
び

県
民
文
化
の
振
興
に
努
め
、
本
県

教
育
の
進
展
に
寄
与
し
た
功
績
。

日

誌

抄

8
・
2
 
6

第
4
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
武
田
武
弘
氏
)

9

・

9

9
・
1
6

9
・
2
6

9
・
0
0

1
0
・
1
8

1
0
・
2
5

1
0
・
2
6

1
0
・
2
8

特
別
展
「
白
樺
派
と
近

代
美
術
」
(
̃
1
 
0
・
1
 
5
)

第
5
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
小
池
賢
博
)

美
術
館
協
議
会

第
2
回
美
術
講
演
会

(
講
師
瀬
木
慎
一
氏
)

県
博
協
県
外
研
修
(
̃
1
 
9
)

利
用
団
体
連
絡
会
議

県
立
館
学
芸
・
普
及
課

職
員
研
修

第
6
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
中
村
象
閣
氏
)

●

●


